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【はじめに】
近年、日本各地で大規模な地震が発生し、それにより多く
の透析施設で被害が報告されている。当院は広島県南部
に位置し、今後太平洋沖を震源とする南海トラフ地震による
被害が生ずることが予想されている。それに備え、施設全
体で災害対策マニュアル（以下マニュアル）を作成し、それ
を基に災害対策訓練（以下訓練）を実施したので報告する。
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【目的】
作成したマニュアルを基に円滑な行動・対応が出来るように訓練を行う。

【対象スタッフ】
常勤医師1名
非常勤医師1名
透析室スタッフ（臨床工学技士3名、看護師5名）
管理栄養士1名
事務員3名

【方法】
①マニュアルを作成する。
②これを基に勉強会を行う。
③地震を想定したシナリオを作成し、役割を決め訓練を行う。
④終了後に意見交換を行いマニュアルの見直しを図る。
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【当院の概要と位置】

当院は、鉄骨2階建ての建物であり、海田湾近郊の海抜約3Mの埋め立て地区に位置して
いる。2012年8月と2013年に発表された内閣府による南海トラフの巨大地震モデル検討会、
広島市の地震被害想定の資料を参考にすると浸水域近くに該当している。

海田湾
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Yahoo!Japan地図より引用
情報参照元
内閣府南海トラフの巨大地震モデル検討会
H25年度広島市の地震被害想定



作成したマニュアルを基に枠内の説明
を行った。

【第１回：災害対策マニュアルを基にした勉強会】
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【広島県に影響のある地震】

情報参照元
2013年広島市の地震被害想定
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【第２回：災害訓練模擬（実践）】
～透析中地震発生（揺れ始め）から地震発生後（揺れが収まって）避難までの対応～

初めに、スタッフ数人に役割を決め待機させる

地震発生アラームを鳴らす（YouTubeより引用）
スタッフ；回路を握って、ベッドから落ちないようにしてください（全体に聞こえるように叫ぶ）
コンソール警報アラームが鳴っている事を想定した（振動を感知したため）

↓
停電発生（透析室消灯）；電話等電子機器は使用不可とした

↓
揺れが収まる

↓
ラウンド開始（声かけ・警報解除）
ラウンド中イベントの発生（各自対応）

↓
医師の指示にて透析中断返血開始

↓
返血後避難開始（避難中イベント発生）
避難口は正面玄関とした

アクションカードを使用
・サブチーフ
①情報収集
②医師へ現状報告
③医師に指示を受けフロアへ指示
・サブリーダー
①医師に声をかけに行く
②事務員・管理栄養士に
避難経路確保、患者誘導、避難用カバンの持ち出しを指示

《想定地震》
震源：南海トラフ
・マグニチュード：9.0
・広島市震度6弱
・津波発生
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【模擬訓練中イベント発生時の様子（一部）】

地震により停電したと模擬 患者B）救護の様子

スタッフ）救護の様子

患者3名、スタッフ１名（負傷）全員意識あり

患者A
・地震にびっくりし精神状態不安定
※かなり動揺しておりベッドから降りようとする

患者B
・地震の揺れによりベッドから転落
・抜針出血あり
・その他の外傷無し

患者C
・避難時血圧低下
・気分不良訴えあり
・スタッフと話をしていたがその後意識消失

スタッフ
・地震によりベッドとベッドの間に挟まれ負傷

緊急用カバン
・優肌絆 12個/1箱
・ケーパイン 100枚/2箱
・絆創膏 100枚/1箱
・手袋 150枚/1箱

品名、使用期限
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予備機に透析回路をセットし、生理食塩水を用いた
緊急時返血練習が行えるようにした。

停電時は、生理食塩水を用いて返血行うため返血用セット（生理食塩水、
返血用輸液セット）の配布手順の訓練を行った。

【第3回：返血用セット配布訓練の様子】

所定の位置に物品を運ぶ
生理食塩水と返血用輸液
セットを配る

配布経路図及び返血順番

生食返血練習用デモ機

緊急時返血用セット
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【結果】
今回の訓練では、円滑な行動・対応を行うことが出来なかった。

【考察】
今回の訓練で、円滑な行動・対応を行うことが出来なかった理由として、マニュアルの理解が
不十分であったことが考えられる。
理由①イベントが発生したことで透析スタッフ1名で対応できる内容の患者に対し、2～3名

と人員が集中していた。そのため、透析室から屋外へ避難をする際に患者誘導係
である事務員・管理栄養士へ受け渡しが円滑に行えなかった。

理由②事務員・管理栄養士・透析室スタッフが別のフロアで業務をしているため、情報交換・
共有が行われず各部署で（避難経路・患者誘導方法等）戸惑いが生じ対応を考え
ないといけない状況が発生していた。

実際に訓練を実施したことで、各スタッフの配置、情報交換・共有方法の改善が必要であるこ
とが明確になったと思われる。
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【結語】
災害時に少しでも素早く対応できるようになるには、定期的な
訓練とマニュアルの改善を行うことが必要である。
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日本透析医学会
COI開示
筆頭発表者：細木貴司

演題発表に関連し、開示すべきCOI 関係にある企業な
どはありません。


